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○渋谷佐輔議長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 議員おっしゃるように、市史

編さん事業を進める上で、状況が本当に今、調

査しやすいものになっているというお話でござ

いますので、調査の対象にすべきものでないか

というふうに思っております。また、その価値

についても見直していく必要があるというふう

に思います。 

 今ご指摘の、ご提案の市指定の文化財として

の指定については、市史編さん事業における調

査の中で、嘉永堰、そして昭和堰の土木遺産と

しての学術的な価値を精査していただいた上で

検討すべきものでないかというふうに思ってお

ります。調査の際には議員のご発言にもありま

した報告書なども参考とさせていただきながら、

改めて評価していければというふうに思ってお

ります。その上で、文化財調査会のほうに教育

委員会から諮問を行い、指定について有識者間

でさらに議論を進めていただいて、検討してい

ただきたいというふうに考えております。 

○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 前向きなご答弁ありが

とうございます。 

 山のてっぺんのほうにあるもんですから、な

かなか人に認知されない土木遺産で、これまで

日が当たってこなかったということで、やぶの

中にあったから、それも当然かなと思うんです

が、ぜひまず新しい市史の調査をしていただき

たいと思いますし、私も協力できるところは現

地へ行って荷上げとか、何でも手伝いたいと思

いますので、ぜひお願いしたいと思います。 

 まだ時間ありますが、当局のご協力のおかげ

で、全て私の質問できましたので、これで終わ

りたいと思います。どうもありがとうございま

した。 

○渋谷佐輔議長 ここで暫時休憩とします。再開

は３時15分といたします。 

 

 

   午後 ２時５３分 休憩 

   午後 ３時１５分 再開 

 

 

○渋谷佐輔議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 鈴木富美子議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 順位５番、議席番号６番、鈴木

富美子議員。 

  （６番鈴木富美子議員登壇） 

○６番 鈴木富美子議員 本日、最後の質問とな

ります。お疲れではございましょうが、最後ま

でよろしくお願いいたします。 

 昨年初めてこの壇上に立たせていただいて、

ちょうど１年になりました。あのときの緊張は

今でも忘れられません。この思いを忘れずに、

長井市のために頑張りますのでよろしくお願い

いたします。 

 このたびの熊本県熊本地方を震源とする地震

により、お亡くなりになられた方々のご冥福を

お祈り申し上げますとともに、被災された皆様、

そのご家族の方々に対しまして心よりお見舞い

申し上げます。一日も早い復旧・復興をお祈り

いたします。 

 私が３月の定例会において、熊本に帰省した

ときの上空からは、穏やかな日本列島と話をさ

せていただきましたが、皆様のお手元に配付さ

せていただきました、ちょっと見づらいと思い

ますが、主人が熊本県の益城町上空から撮った

写真です。この青いのは全部ブルーシートだそ

うです。このように一面にブルーシートの光景

が見られて、いつ、どこで、どんな災害が起こ
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るのか予測できない世の中です。備えあれば憂

いなし。長井市においては、どのような対策を

お考えでしょうか。 

 それでは、通告書に従いまして質問させてい

ただきます。 

 第１項目、西山の葉山連山は、過去に起きた

何回もの活断層の地震によりできた断層崖の山

です。標高差約1,000メートルの東北でもＡ級

の断層崖と言われています。ちょうど市民西根

体育館の真下に活断層があるわけですが、耐震

補強もなっていない施設に対しての対策はどの

ように行っていくのでしょうか。また、市民平

野体育館も危険度が高いとされています。市民

平野体育館は活断層からどれぐらい離れている

のか、同じような危険がないのでしょうか。対

策を講じていく必要があると思います。市長は

どのようにお考えでしょうか。 

 熊本県の例をとりますと、地震発生から約２

カ月でようやく仮設住宅に入居できたようです。

避難所に指定されていても避難できない状況に

ならないか、苦慮されます。そのような避難所

はありませんか。また、仮設住宅建設予定の場

所などは考えておられるのでしょうか。活断層

との距離は十分にあり、建設できる可能性は高

いのでしょうか。また、災害がもしも起きたと

想定したとき、１番に市役所が機能しなければ

パニックになることと思います。災害後の庁舎

の機能を考えた場合、私はまず第２庁舎の移転

を第一に考えるべきだと思います。場所として

は、午前中、五十嵐議員の質問の中にもありま

したが、ヨークベニマルの跡地と市長のほうで

は考えていらっしゃる。前の議会でもありまし

たが、私は早急に移転すべきだと思います。山

形新聞でも報道があったように、議会と市当局

がやはり同じラインに立って、同じラインで進

んでいくことが私は大切だと思いますが、市長

はどのようにお考えでしょうか。 

 第２項目、商工観光課長にお伺いいたします。

４月より、やまがた長井観光局が設立し、約２

カ月がたつわけですが、誘客の成果はどうでし

ょうか。新しい商品の売れ行きはどうだったの

でしょうか。特に目玉商品は何があったのでし

ょうか。それに対してのボランティアガイドの

対応はできたのでしょうか。長井市において、

長井黒獅子の里案内人の方が対応しておられま

す。平成26年の資料ですが、会員約30名のガイ

ドの中で、年間の案内は延べ、さくら115人、

つつじ31人、あやめ149人、年間通して、おさ

んぽ定期便や雪灯り回廊など198人と、毎日の

ように案内をしておられます。今後のボランテ

ィアガイドの位置づけ、高齢化に伴う人材の確

保はどうなのでしょうか。市長にお伺いいたし

ます。 

 第３項目、私は先日、ボランティアで白つつ

じ公園にてお客様をご案内させていただきまし

た。ことしは雪が少ないせいもあったのか、白

一面に咲き誇ったツツジが見事でした。その公

園の中での出来事ですが、お客様が段差につま

ずいてけがをされてしまいました。そのときは

すぐに商工観光課で対応していただきましたが、

つつじ公園を歩いてみたら、何と段差の多いこ

と。お客様は年齢の高い方、ベビーカーが多い

ことから、バリアフリーの公園を目指さなけれ

ばならないのではないでしょうか。車椅子、ベ

ビーカーのスロープ、車椅子の置き場など、い

ろいろ工夫する必要があると思います。市立図

書館前の通路もケヤキの根が道を盛り上げ、通

行するのが危険になっています。市長はどうお

考えでしょうか。 

 また、長井市にはすばらしい花の公園が２つ

もあるのにもかかわらず、何回も言うようです

が、まず市民が足を運ぶことから観光は始まる

のではないでしょうか。先日、あやめ公園の除

草作業を行ったわけですが、市長が先頭になっ

て、多くの市民の方がボランティアに参加され

ました。市民の皆さんの公園だということの意
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識を高めるためにも、私は評価したいと思いま

す。一人一人が愛着を持てるような、子供たち

が公園に行こうと言える公園にしたいものです。

私たちが子供のころの公園に復活したらいかが

でしょうか。露天商も魅力の一つではないでし

ょうか。ファッションだって時代は繰り返しま

す。公園も繰り返してはどうですか。つつじ公

園の遊具、あやめ公園の高台の遊具も、花の公

園とともに遊び場として大切な公園だと思いま

す。 

 また、公園の管理についてですが、年間を通

した花の管理はどのようにしているのでしょう

か。作業員だけでできているのでしょうか。こ

としのあやめ公園のように雑草がはびこってし

まった状況を見ると心配です。今述べたことも

含めて、今後の改造計画の中で検討されてはい

かがでしょうか。市長のお考をお聞きいたした

いと思います。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ご答弁

よろしくお願いいたします。ご清聴ありがとう

ございました。（拍手） 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 できるだけ簡潔に答弁したいと

思いますが、少し考え方で違いがあるところに

つきましては、理解を深めるために、議論を深

めるために、丁寧にさせていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いしたいと思います。

余計なことはできるだけ言わないようにいたし

ます。 

 まず最初に、活断層の対策は十分なのかとい

うことを含めて、７点ほど私の答弁がございま

す。 

 まず１点目でございますけれども、今さら申

し上げるまでもなく、長井盆地西縁断層帯につ

きましては、地震の確率が今後30年以内、7.7

のマグニチュードの発生率が0.02％以下で、

100年以内で0.1％以下ということで、私どもと

しては少し安心しておったんですが、やっぱり

熊本も今回、活断層型の震災ということで、も

う非常に確率低いところが震災に見舞われまし

たんで、私どもも非常に危機を感じております。

６月の11日、山形新聞の記事で一面にこういっ

た地図が載りまして、30年以内に確率が上昇す

るところということで、色分けして日本全国示

されました。その中で、やっぱり静岡から四国

の東海、東南海首都圏が30％から100％という

ことで非常に確率が高くなっていると。一方で、

私どものほうは幸いにも確率が高い地域として

の掲示はなかったんですけれども、油断できな

いというふうに思っています。 

 お尋ねの西根体育館でございますが、市のほ

うから議会の皆様にも文教常任委員会等々、総

務常任委員会等々でお話しさせていただいてい

るかと思いますけれども、活断層の真下にござ

いまして、西根体育館の経過については、鈴木

議員ご存じだと思いますが、西根小学校を改築

する際に新築といいますか、別の場所に建てて

ますんで、改築と新築がまざっているんでしょ

うけども、その際に、前の西根小学校、昭和36

年だったと思いますけれども、建てた体育館を

もったいないということで使えるだけ使いたい

からという地元の要望に応えて、あれを市民西

根体育館というふうにしてるところでございま

す。これは、同じように平野小学校の体育館も

同じ経過があると思っております。建設時期も

同じように、三十五、六年前後でございます。 

 ただし、平野小学校の体育館につきましては、

活断層から1.7キロ離れているということで、

現状としてはそういう状況なんですが、平成25

年の９月に長井市の体育施設整備計画に関する

検討委員会というものを、最終的に検討結果の

報告書を出していただきました。それによりま

すと、まず使えるだけ使おうということで、10

年間をまず使えるように必要な屋根の雨漏りす

るところの改善であったり、必要なところを若

干手直ししたと。10年間使ったら、あとは使用
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しないということできたんですが、やはり地元

の皆様から見れば、今使っている団体の皆さん

が、今度はじゃあどこでスポーツすりゃあいい

んだということで、これはぜひ建ててほしいと

いうご要望がございました。しかし、市といた

しましては、今後人口が減少していく中で公共

施設がどんどんどんどん古くなって、なかなか

新しく手直しできないそんな状況の中で新たに

つくらなきゃいけないものもあると。 

 例えば、要望の強い、冬でも雨の日でも、軽

スポーツ、グラウンドゴルフとかペタンクとか、

あとはゲートボールができるようなもの、あと、

若い人から見れば、フットサルとかテニスとか

できる、そういう屋根つきのスポーツ施設が欲

しいということやら、スポーツジムが気軽に安

くできる場所が欲しい。また、子供の遊技場所

も欲しいと、やはり雨の日とか冬遊べる施設で

すね、そういったことが新しいものでございま

す。そういったときに、それぞれの地区に体育

館をもう一回つくるというのは、これは不可能

だろうと。後ほどお話ししますが、やっぱり市

役所なども新しく建てざるを得ないと、そうい

うことから、これはとりあえず10年間の中で、

次にどうするかということを検討していこうと

いうのがその当時の考え方でございました。 

 西根の皆様からは、やっぱり一部、それでは

納得できないというお話があったんですけれど

も、今回の場合は、まずは直下ということなも

んですから、私どもとしては、これ使用は禁止

すべきだろうと、西根体育館については思って

おります。 

 その代替として、じゃあどうするんだという

ことについては、西根小学校が隣なわけですけ

ども、夜間など、あと休日なども使ってない時

間帯が結構あるということでございますので、

まずは今の市民西根体育館を使っておられる団

体にお話しするとともに、まずは中学校で使っ

てるケースもあったので、それを小学校のを使

うということで調整を図っていただきました。

今後の話し合いで利用される団体の皆さんにど

ういうような形で、できるだけ不便をかけない

で使えるやり方を検討してもらいたいというふ

うに思っております。 

 ２点目の仮設住宅建設の予定地ということで

ございますが、これは一昨年の春にオープンい

たしました学習プラザ運動公園というのは、整

備した6.2ヘクタールのうち全体を防災機能つ

き都市公園ということで整備させていただきま

した。これは国の補助事業を受けてやったので

すが、例えば多目的広場というのは、わざと、

要望はいわゆる人工芝のコートが欲しいという

要望でございましたけども、これは防災機能と

いうことは、そこの多目的広場に今芝生を植え

ているところですね、これがいわゆる仮設住宅

地の用地ということでございます。あとは陸上

競技場の中のフィールドも、これは認定を受け

るには天然芝じゃないとだめなんですけども、

ここも仮設住宅をつくることができる場所とい

うことで、400戸ほど仮設住宅を建てられると

ころというふうにしております。 

 長井の今避難所の中で、一番水害も、あと地

震の被害も安全なところということで、生涯学

習プラザが一番だということで、そこを設定し

たところです。 

 したがって、長井市と西置賜行政組合と長井

警察署、３者で学習プラザ、最終的な、何てい

うんでしょうかね、避難の拠点になるように、

あるいは防災の拠点になるようにということで

いろいろ結んでいるところでございます。 

 なぜ学習プラザに選んだかというところなど

はいろいろございますが、説明しますと長くな

りますんで割愛させていただきますが、なお、

活断層からは３キロ離れているということで、

比較的安全なところだと、長井市内ではですね、

比較的というか、最も安全な場所の一つだろう

というふうに思っています。 
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 続きまして、３点目の市庁舎の災害対策とい

うことでございますが、ご承知のとおり、市役

所は昭和33年に建設されておりますので59年目

の建物ということでございます。平成24年に耐

震調査を行ったところ、構造耐震指標、Ｉｓ値

という言い方をしてますが、0.11ということで

非常に弱い建物だということがわかりました。

しかし、すぐに市役所を建てることとか、ある

いは別なところに役所を移すということはかな

り難しいということから、翌々年度、26年度に

耐震補強工事を実施しました。それで、耐震壁

や、柱の炭素繊維を巻いて柱を補強する、そう

いう工事等々を行いまして、Ｉｓ値0.6を確保

いたしまして、倒壊または倒壊する危険性が低

いレベルまで改善しております。しかし、低い

レベルということでございますので、これは完

璧ではないということですから、応急避難的な

対応でございます。 

 一方で第２庁舎のほうですが、これは議員か

らもあったんですけども、昭和43年に建てられ

たということで、それでも49年目ということに

なります。平成25年度に同じく耐震診断を行っ

た結果、３階の鉄骨部分がＩｓ値が非常に低い

ということで、危険性を回避するために、３階

の部分に入っておりました建設課関係を、県の

西庁舎を借りて現在は事務のほうを行っている

ところでございますが、３階以外ではＩｓ値が

0.38ということなんですが、やっぱり倒壊また

は崩壊する危険性があるということでございま

すので、これはできるだけ速やかに違うところ

を探すべきだということで、議員ご指摘のとお

り、ヨークベニマルの２階があいているという

ことであれば、そこを活用させていただくのも

一つだなと前々から思っておりましたが、今回

ヨークベニマルが入っておった、いわゆるタウ

ンセンターの運営主体、あと底地の運営主体で

ある市内の銀行さん、地元長井本店の信用組合

さんのほうからぜひ協力してほしいという依頼

がありましたもんですから、議会のほうには詳

しい経過の説明はさせていただけなかったんで

すが、以前から五十嵐議員からもいろいろな提

案もいただいておりましたので、今回補正予算

で、そこのまずは設計、というのは、中にどう

いう団体、あるいはどういう機能の施設を入れ

るかということにつきましては、建築確認の用

途変更が必要なもんですから、用途変更である

程度図面を描いて、県のほうと建築確認をして

協議しないとなかなか決まらないということで、

そこの部分をまず設計をいろいろ組んでみて、

協議をして、最終的には入っていただく団体な

ども了解をいただいて決めていくということに

なるかと思っております。 

 なお、市役所につきましては、27年度まで検

討していた結果、案が３案ぐらい併記されてお

りますが、その中で１番は、この本庁舎を使っ

て、ここを大規模改修と耐震化をしっかりとや

って、この近くに第２庁舎を建てて、そして本

庁舎と第２庁舎で業務を行っていこうというふ

うに考えておったんですが、やはり熊本の大震

災以降、少し考え方を変えざるを得ないという

ふうに思いました。 

 やはり熊本県の市役所が倒壊したと。また、

去年でございますけども、北関東のほうのある

市役所、建てたばっかりの市役所が去年の集中

豪雨で水浸しになったと。そうしますと、ここ

がハザードマップ上、残念ながら水位がある程

度かぶるということがあらかじめ想定されてい

ると、そこに新しく建てていいのかということ

と、耐震のほう、本庁舎を幾ら新しくしたとし

ても60年の建物ですから、それをいろいろやっ

ても、もうコンクリートそのものが相当劣化し

てるだろうと、あと鉄筋なども傷んでるだろう

ということから、やっぱりここは新たに建てる

べきじゃないかというふうなことも可能性とし

ては高くなったと。ただし、これらもそんなに

時間をかける、いつ災害が起きるかわかりませ
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んので、余裕はないというふうに考えておりま

すので、何とかできるだけ速くたたき台として

の構想を明らかにして、議会、あるいは市民の

皆様のご意見をいただきたいと思っています。 

 次に、４点目のボランティアガイド、やまが

た長井観光局についてでございますが、ボラン

ティアガイドの対応についてお答えしたいとい

うふうに思います。 

 これは議員のほうから詳しくございましたの

で、内容については割愛させていただきますが、

やはり今の時代、20年、30年前の観光とは随分

スタイルが変わってまいりましたので、団体の

お客様というのはもちろん３分の１ぐらいは、

あるいは半分近くは観光地によって主流にはな

っておりますけれども、その他家族や小グルー

プという形態になってまいりました。 

 その中で、ただ、観光地の景観を見たり、あ

るいは神社、仏閣で楽しんだり、食事を楽しん

だりだけということではなくて、次の観光地に

またすぐ行くではなくて、ある程度時間をかけ

て、そこでじっくり地元の食文化かと歴史とか、

あるいは地元の人と触れ合うような、そういっ

たものが求められております。やまがた長井観

光局もそういう商品づくりを中心にいろいろ開

発しておりますが、そんな中で、ボランティア

ガイドっていうのは必須条件といいますか、地

元の皆様と語らい合うというのはボランティア

ガイドを通じてが一番でございますんで、です

から、山形鉄道の、もう今から10年前からやっ

ている方言ガイドが当初人気だったというのは、

やっぱり地元の方言を聞けるという、外から来

た人の地元との触れ合いを感じる、そういう商

品だと思うんですね。したがって、観光ボラン

ティアガイドについては非常に重要だと。 

 ただし、議員からもありましたように、高齢

化が進んでおり、また、なかなか募集しても新

入の会員の方がふえないということで、その問

題は、やはり私ども市のほうから、あるいは観

光協会のほうからの関係構築が少し物足りない

というかな、ボランティアガイドの皆様から見

たら、ちょっとなかなか活動しにくい状況にあ

るんじゃないかと思ってます。 

 ですから、考え方としては、市のほうからボ

ランティアガイドという業務委託を黒獅子の里

案内人に受けていただくような、そういう格好

が一番いいのか、あるいは、その都度その都度、

例えば費用弁償的なものをこちらのほうで持た

せていただいて、実績に応じて支援させていた

だくというほうがいいのか、その辺のところが

やっぱり私どもではなかなか一方的には積み切

れないなと。事務局は私どもで預かっているん

ですが、やはりもう少し本音の部分でお話しし

て、どうしたら新しい会員を募ることができる

のか、応募していただくことができるのか、ま

た、やっていただいている方たちが満足して、

やりがいのあるそういう仕組みをどうつくるか

ということを、ぜひやまがた長井観光局も含め

て検討してまいりたいと思います。 

 次、５番目ですが、バリアフリーの公園を目

指してということでお答えを申し上げたいと思

います。 

 これらについては、なかなかここの部分がち

ょっと難しくて、次の花の管理はどうなのかと

いうことと、それから、市民に愛される公園に

するにはどうしたらいいのかということでござ

います。 

 バリアフリーの公園については、確かにあや

め公園もつつじ公園も、バリアフリーという部

分については残念ながら欠けている部分がたく

さんあると。例えばスロープを設けるところで

あったり、あとトイレなどは新たなところにつ

いては障害者用のものを設置したりしておりま

すが、全体的なバリアフリーで公園をもう一回

手直しするというのは、今回あやめ公園の都市

公園の整備ということで、まずは野球場と、そ

の後、テニスコートやグラウンドなど手がけさ
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せていただいておりますが、その後、あやめ公

園を改造する予定です。その際にやっぱりやら

ざるを得ないんだろうというふうに思います。

相当細かく見れば、かなりの箇所が課題でござ

います。 

 あと、今から20年前に南のほう、高台も含め

て改造をしました。これは都市公園としてした

んですが、どうも観光の公園としてやったのか、

あるいは単なる都市公園として整備したのか、

非常に当時、今から振り返ればですが、当時は

そのとおりだったのかもしれませんが、今から

見れば非常に中途半端な改造だったのではない

かなと思われる節もございます。 

 ですから、今後改造については、あやめ公園

については３年後あたりの着工とか、５年以内

あたりの着工を目指して、そろそろ検討委員会、

市民の皆様の意見をいただくような、観光関係

の皆様の基本的なご提言をいただくような準備

を進めていき、その中でバリアフリーというも

のをやっていきたいと思います。 

 あと、つつじ公園は、その後のつつじ公園の

長寿命化というのも、これ認定いただいており

ますので、その後の整備になるかと思います。 

 あやめ公園とつつじ公園の大きな違いは、つ

つじ公園は割と町の真ん中にありまして、あや

め公園のほうは周りが町には接しているんです

が川沿いだということで、ちょっと性格が違っ

ているのかなというふうな感じはしますが、ど

ちらも市を代表する市民のシンボルのセントラ

ルパークという意味がございますので、これら

についての整備については、ちょっとなかなか

花の公園というところが難しいですね。 

 いわゆる都市公園で市民の皆さんの憩いの場

所だということに加えて、その時期は花観光で

多くの観光客にお越しいただくということの公

園も兼ねているもんですから、非常にここが扱

いとしては難しいというふうに思います。 

 なお、つつじ公園のほうもあやめ公園のほう

も遊具がございますけれども、遊具については

危険な遊具ということで一部撤去させていただ

いたものもあるんですが、今後はあやめ公園も

つつじ公園のところも、今の程度ぐらいの遊具

にさせていただいて、新たに考えております３

年後、４年後あたりに着工を目指そうとしてい

る中心市街地活性化基本計画の中にうたってい

るグンゼさんと、あと、現在ですと協同薬品工

業株式会社さんもご協力いただけるようなお話

でございますので、そこのところに先ほど申し

上げたスポーツ、子供のいろんな遊具施設とか、

そういった複合施設と同時に、その中に遊具な

ども屋外に、相当広いので、場合によっては１

万坪ぐらい確保できるんじゃないかというふう

に思っておりますので、これは最大でございま

すので、どこまで確保できるかですけども、そ

の中に南陽市の花公園のような、周りも公園と

しても散策できると、そこに遊具なども本格的

なものを置いていったらいいんじゃないかと。

どうしてもあやめ公園、つつじ公園は中途半端

になってしまうと。面積的、土地の関係からそ

う思ってますので、それらについては、場合に

よっては少し更新させていただきながら考えて

まいりたいと思います。 

 そして、花の管理と、それから、やっぱりフ

ァッションのように、昔のあやめ公園みたいな

ものももう少し工夫したらいいんじゃないかと、

市民に愛される公園にはどうしたらいいかとい

うことでございますが、まず、あやめ公園につ

いては、経過はお聞きなってると思うんですけ

ども、20年前に大規模改造する際に、高台とか

總宮神社の周りに露天商が、あるいは今の北の

駐車場のあたりではさまざまな興行が、あの高

台もそうですけども、行われておりました。少

しずつ毎年違ってた記憶もあるんですけども、

ただそれが地元の露天商の中でかなりトラブル

になって、それが続いたということで、長井市

としてはもう露天商は要らないという当時の判



 

―７３― 

断ですね、それで締め出したわけですね。 

 ところが最近、６年ほど前ぐらいから、あや

め公園の100周年を機に観光協会と観光協会を

応援していただいている皆様でやっぱりにぎわ

いをつくんないとだめだということで、露天商

の方々に交渉をして、場所がないもんですから、

あやめ公園の中でやっていただいているという

ことなんですが、どちらかというと、もうから

ないということで、かなり嫌がっているのをま

ずお願いしてやっていただいているようでござ

います。つつじ公園と違ってもうからないとい

う話だそうです。 

 ですから、どういうふうににぎわいをつくっ

ていくかということですが、その辺については、

ちょっとこれはあやめ公園の改造のときに考え

るしかないのかなと、やっぱり昔と違って、あ

やめ会館ももう二昔前ぐらいの施設ですし、地

元の料亭っていいますかね、会社に運営をお願

いしてましたけども、もう断られて、何とか隣

町のほうからご協力いただいてるということで

あったり、あと、風情がなくなって、何という

んでしょうか、畑のようになってしまったとか、

たくさんの反省点があります。あと、あやめ公

園の周りには料亭がいっぱいあったんですけど

も、全部しまってしまったと。ですから、もう

明らかに変わってきてるということで、これか

らどういうふうな公園にしていったらいいかと

いうのは、非常に観光と市民に愛されるという

のは、議員おっしゃるとおりなんですけども、

市民が求めている公園、あるいは時代に合った、

外からの人にも楽しんでもらう公園であやめ公

園をどうするか、つつじ公園をどうするかとい

うことをやっぱり議論していかなきゃいけない

んじゃないかなと思います。 

 ちょっと長くなって恐縮でございますが、議

論の足りない部分については再質問でいろいろ

ご提言いただければというふうに思います。以

上でございます。 

○渋谷佐輔議長 手塚慶一商工観光課長。 

○手塚慶一商工観光課長 それでは、私のほうか

ら、第２項目のやまがた長井観光局について、

その中の（１）の誘客の効果はどうなのかにつ

きましてご説明申し上げます。 

 ４月からやまがた長井観光局が設立し、観光

ポータルサイトの運営、ガイドマップの作成、

新聞等による情報発信を行いながら、滞在交流

型の旅行商品、日帰り、それら商品12商品と１

泊の３商品で合計15商品、置賜さくら回廊に合

わせたものとして地域連携型の商品が１商品と、

大手旅行会社と連携したタイアップ商品が１商

品で、全て合わせて17商品を販売いたしました。 

 直接の団体からの申し込み、また、ポータル

サイトからの情報や問い合わせ等もあり、この

２カ月間の効果としては2,000人ぐらいの増加

と1,200万円ほどの経済効果があったと考えら

れます。 

 新しい商品につきましては、町歩きを十分取

り込み、魅力ある商品づくりをしておりますが、

やまがた長井観光局がスタートとして間もない

こともあり、認知度がまだ低いと考えられます。 

 現在、県内、県外の駅や旅館など営業をかけ

て旅行商品のＰＲに務めておるところでござい

ます。 

 17商品の目玉商品といたしましては、地域連

携の「ワンコインバスの旅」と「舟運文化の面

影あら町歩きと長井舟運御ちそう膳」と考えて

おります。ワンコインバスの旅については、置

賜さくら回廊に合わせて南陽－長井間、長井－

白鷹間を二次交通といたしまして、格安のバス

に乗ってもらい、桜の後にあら町の商店街をめ

ぐる旅として71人の参加をいただきました。 

 もう一つは、町歩きとごちそう膳を合わせた

もので、あら町をめぐった後にやませ蔵でオリ

ジナル弁当を食べていただく企画で、北九州か

らの参加の方も含めて11名の参加で大変好評を

得たところでございます。 
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 また、あやめのほうも見ごろになってきてお

りまして、誘客事業としてのバスの申し込みの

申請も順調に出てきており、今後もオール長井

で企業や店舗、団体、市民が連携し、地域資源

を生かした旅行商品づくりによる誘客促進を考

えております。 

 私からは以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 丁寧なご答弁、大変あ

りがとうございました。 

 市民西根体育館の件について、やはり使用禁

止という市長からの言葉が出るかなと思ったん

ですが、地元としても、使用禁止っていきなり

こうなられても困るので、やはり地元ときちん

とした形で話し合いしながら、ぜひ安全な方法

でいけるように対策をお願いしたいと思います。 

 私が思うのは、複合施設ということで、駅前

のほうに市長が思ってらっしゃるんですが、屋

根をかけた複合施設を、古代の丘とかやっぱり

活断層が近いから危ないんですが、北のほうの

成田工業団地のほうに持ってくるということも

私は考えていただきたいなと思っているところ

でした。これは皆さんと話し合いしながらいく

べきなので、ここでご答弁を求めてもしようが

ない、いいですか、じゃあその点についてよろ

しくお願いします。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 鈴木議員がおっしゃることはよくわかります

し、西根の女性の皆さんとの懇談会、意見交換

会とかの中でも何回か、例えば文化会館なんか

を新しく建てるんだったら北のほうに持ってき

てもらいたいというようなお話がございました。

それは気持ちとしてはよくわかるんですが、私

ども、中心市街地活性化基本計画というのを立

てました。基本的に、これから残念ながら少な

くとも50年ぐらいは人口が減り続けることは間

違いないわけですね。で、公共施設をまた郊外

につくってしまいますと、より経営的に、運営

的に厳しくなると思ってます。 

 今回、公共の複合施設やらスポーツ施設とい

うのは補助事業で建てる考えでおりまして、

45％、直接的には補助を受けられるような、今

回の観光交流センターなんかもそうですけども、

それのさらに進んだ形の補助事業です。やっぱ

り半分近く、実質的には６割、７割近い補助に

なるんですよね、後で交付税措置がありますか

ら。それはやはり中心市街地の中だからこそ補

助が受けられるということもありまして、残念

ながら、例えばそれが私の地域である豊田につ

くるといったら何やってるんだと言ってもいい

んですが、そういうことではなくて、あくまで

もやっぱりコンパクトシティ、そして周りの５

つのところは小さい拠点をしっかりとつくって、

バランスのよい長井市をこれからも培っていく

んだということでございますので、ちょっとそ

このところは、正直なところなかなか難しいと

いうふうに思います。以上です。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 はい、大変わかりまし

た。皆さんでとにかく話し合いをしながら、そ

ういう施設を早目に建てていただきたいと思い

ます。 

 ボランティアガイドについて再質問させてい

ただきたいのですが、今現在、私30名と言いま

したが、実質回っているのが約10名です。商工

観光課長がおっしゃったように、すごくニーズ

が高いと思います。ですから、市のほうでガイ

ド課などを設けていただいて、一本窓口をつく

ったらいいんではないかと私は思うんですけど

も、ガイド係という観光局の中に一つを設ける

か、また、有償にして、保育園にお子さんを預

けた後のお母様方とかに募集をなさって、２時

間、３時間の時間なんです、１日のうち。そう

する方法もあるのではないかなと私は思います

が、市長、どうでしょうか。 
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○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 鈴木議員がおっしゃること、よくわかりまし

て、例えばあやめの期間中ですと、茨城県の潮

来市が同じアヤメでいろんな交流とか、この間

もあやめサミットがあったんですけども、あそ

この場合、あやめ娘というのを、私ども１人な

んですけども、公募して、現在20名ぐらいあや

め娘がいるんだそうです。その方はちゃんと審

査して20名選んでるという言い方をされてまし

たけども、１日の日当１万円だそうなんですね。

そのシフトを組んで、いらした観光客の皆さん

と一緒に案内もするし写真も撮る、浴衣を着て

ですね、そういうようなことをなさってると。

これは私は一つのヒントだろうと思ってたんで

す。 

 ただ、難しいのは、今ボランティアガイドの

皆さんでボランティア精神でなさってるもんで

すから、それを仕事として受けてもらうという

のは抵抗あるのかなということで、先ほど言い

ましたように、話し合いをして進めていきたい

と。 

 この間、山口県の萩市でフラワー都市交流の

総会がございまして、来年は長井なんですけれ

ども、そこに行ったときに、雨の日でしたけど

も、観光ボランティアガイドというよりもＮＰ

Ｏでした。ＮＰＯの方がいらして説明をしてい

ただきました、ずっと１日。あれは、完全にプ

ロだなと思いました。これは、もうちゃんと報

酬があるんだと思います。でも、それでもやっ

ぱり萩市のほうから何らかの形で委託でやって

るはずなんですね。ですから、私言ったのは、

年間、観光ボランティアガイド黒獅子の里案内

人となるかどうかですけども、そういったボラ

ンティアガイドの事業として委託を受けてもら

うと、その中で、そのお金の使い方については、

もちろん議会からご了承いただかないとだめな

んですけども、報酬として払ってもいいんじゃ

ないかと、そういうふうにしないと続かないん

じゃないかなというふうに思ってまして、ここ

はこれから続けるためにどうしたらいいかとい

うことを、やっぱり私ども行政だけでは到底無

理なので、一緒になってやっていくっていう考

え方、一緒になって仕組みをつくるということ

が重要だと思ってます。 

 なお、先ほど答弁の中で、ちょっと一つだけ

漏れてしまったんですが、あやめ公園とか公園

管理の部分でございますが、現在、市のほうで

あやめ公園、つつじ公園を初め、市の公園につ

いては直接管理しています。作業員の方を直接

雇用してるんですが、作業長以外は、ちょっと

季節労働者みたいな格好になってるんですね。

年間通じて雇用できないということで、これは

もう行革だけではなくて、年間を通じての仕事

のシステムをまだつくってないからだというふ

うに思ってますが、そこについては今後課題だ

と思ってまして、雇用の形態とか、あと、報酬

とか、そういった運営の中身などについても今

後早急に検討して、貴重なアヤメの、特に植栽

の技術というのは本当に難しいもんですから、

そういう作業のできる能力がある人を確保して

いきたいというふうに思っています。以上です。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 市長、前向きな答弁、

大変ありがとうございます。 

 やはりボランティアガイドは、最初、ボラン

ティアをやりたいという方がつくられた会なの

で、すごくありがたくすばらしい会なんですが、

やはり老齢化が目に見えてます。それで、観光

局ができたおかげで、もっとニーズが高いです。

やはりまちなか歩き、長井ダムだったり、本当

に覚えることが多いので、やはりガイドさんた

ちと話し合いをして、市のほうでも何らかの形

でしていかないと、せっかくの観光がだめにな

ってしまうんではないかなと思いますので、ぜ

ひよろしくお願いしたいと思います。 
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 あと、公園の管理について今ご答弁いただい

たんですが、やはりあやめ公園には古種、長井

から発祥した古種が大事に育てられてますので、

やっぱり市長がおっしゃるように大切な公園で

すので、それは守り次いでいかなくてはいけな

いと思いますので、私はあやめ公園はあやめ公

園だけの作業員がいればいいんじゃないかなと

思っております。そのほかは、桜だったりつつ

じ公園だったり、やっぱり公園の椅子も塗らな

くちゃいけないし、そういう作業員の方は必要

だと思いますので、ぜひその辺のご検討をお願

いしたいんですが、よろしくお願いします。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 作業員については、特に冬の間

の仕事がないんじゃないかということなんです

が、ハウスでいわゆる促成栽培等々で、できる

だけ期間中にしっかりと花を咲かせられるよう

な、そういった準備などもありますので、年間

を通じて働いていただけるような仕組みをつく

らなければいけないと思ってます。 

 あと、ツツジについては、一番難しいのは雪

囲いとか、そういったところなんですが、剪定

については業者さんにお願いしております。あ

と、桜についても、特に久保桜とか大明神なん

かは、もう専門家に任せてるという状況ですけ

ども、やっぱり一番はアヤメだと思ってますん

で、そこに力を入れていきたいと思います。 

 なお、先ほどの、ちょっと足りなかった部分

ですが、観光ボランティアガイドの皆さんにつ

いて、やまがた長井観光局とも話し合いをして

まして、徐々にしっかりとお金をもらうと。今

ももらってる団体と、あと個人、もらわなかっ

たりもしてるんですけども、これをもらってい

くと。観光ボランティアガイドの皆さんがちょ

っと心配なのは、例えば案内してて、観光客の

皆さんがけがしてしまったと。そうした場合、

誰の責任になるんだということで、さまざまな

トラブルになったケースがあるんだそうです。

やまがた長井観光局は旅行会社なもんですから、

ボランティアをする際に、１人190円ぐらいの

損害保険の保険料があるんだそうですね、それ

に入ってもらうようなことで、同時に例えば１

時間で1,000円だとか、そういったところを、

旅行会社を通じたところは全部もらえるんです

が、個人客をどうするかということなんですが、

そういったこともしながら、ご本人の保険は今

入ってるわけですけども、さまざまなそういっ

た細かなところも、もうそろそろ検討しなきゃ

いけない時期だなと思いますんで、これもじっ

くりと形をつくっていきたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 ぜひ充実したガイドに

していただくように切にお願いしたいと思いま

す。 

 あともう一つお願いなんですが、都市公園整

備の中のあやめ公園ですけど、これから公園に、

何年か後、二、三年後でしたか、入るわけです

が、ぜひ売店を優先してというか、売店は都市

公園整備の中では売店の建てかえというのがで

きるんでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 都市公園の長寿命化では、そう

いう施設の建てかえとか、そういったことはで

きないということになっておりますので、残念

ながら売店というのは単独にするか、あるいは

民間とかどこかと協働して、長井市の都市公園

の中のお店ですから、その辺などはやり方はい

ろいろあるかと思うんですが、そこについては

やっぱり採算が合うような形での店舗として検

討しなきゃいけないと思います。それはぜひ別

途、これは絶対必要なものだと思いますので、

皆さんからいろいろご提言などをいただいて、

検討するべき内容だと思っております。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 ありがとうございます。 

 ぜひ、あわせてつつじ公園の売店も、あのス
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ロープはすごくお客様に失礼だし、雨降ると滑

るし、暗いし、公園が無料なので、お客様がい

らっしゃるんですけど、売店がどこにあるかわ

からないような状態なので、その点も合わせて

ご検討いただければと思います。市長、いかが

ですか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 やはり売店として、鈴木議員お

っしゃるように、つつじ公園のところはちょっ

と目立たなくて、気がつかないんですよね。あ

とは、アヤメもツツジも、大体祭り期間中、１

カ月しかしてないんですけども、そこを何とか、

やっぱり年間通じて営業できる、そういったレ

ストランとか売店、ショップにしなきゃいけな

いんじゃないかなと。非常に難しいんですけど

も、そうでないと、いや、これは失礼な言い方

ですけど、たった１カ月しか開店しないお店に

何千万円、場合によっては何億かけるっていう

のは、これはなかなか厳しいです。ですから、

そこをどうするかっていうのが知恵の、皆さん

の市民の力、あるいは議会からも提言いただい

て考えていかなきゃいけないのかなというふう

に思っているところです。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 いろいろ課題が多過ぎ

て、やっぱり一生懸命考える必要があると思い

ます。 

 私はつつじ公園は、市長がおっしゃるように

１カ月だけなので、そこに皆さんから募集して

テントでもいいのかなと、こう思っております。

この前も車椅子の方がいらして、貸してくださ

いって言われたら、上のほうにありまして、端

っこの駐車場まで持っていくという本当に不親

切な公園だなと、こういうふうに思いましたの

で、いろんな面で、皆さんもいろんなことで歩

いてみたり、私たちもですが、公園のなかを歩

いてみたりするといろんな課題が見えてくるの

で、これからも当局と一緒になって頑張ってい

きたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 私からは以上です。 

 

 

   散     会 

 

 

 

○渋谷佐輔議長 本日はこれをもって散会いたし

ます。 

 再開は、明日午前10時といたします。ご協力

ありがとうございました。 

 

 

    午後 ４時１１分 散会 

 

 


